
［材料および方法］

1. 調査期間
　2014 年 4 月から 2015 年 3 月。

2. 調査対象
　管内の下痢を呈した 1 ～ 60 日齢以下の子牛

473 頭（ホルスタイン種，交雑種および黒毛和
種）。

3. 調査方法
　腸内細菌叢の調査は，園部らの方法［12］を
参考に行った。初診時に直腸検査用手袋を装着
し調査対象牛の直腸内から直接採取した。糞便
は 10g を定量し重量比で約 1：1 になるように
水道水で希釈・混和した後，スライドグラスに
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［要　約］

　子牛の下痢の原因は，細菌，ウイルス，原虫の感染によるものや食餌性の消化不良によるものなどが
考えられるが，日常の診療では原因を特定しないまま抗生物質の投与を続ける治療を長期化させている
例も見られる。そこで，今回我々は 2014 年 4 月から 2015 年 3 月の 1 年間，往診依頼があった 60 日齢
以下の子牛 473 頭について腸内細菌叢と寄生虫の感染状況を調査した。腸内細菌叢の判定は，糞便を直
接塗抹した後，グラム染色により行い，寄生虫の検出はウィスコンシン変法により行った。その結果，
腸内細菌叢は正常細菌叢が 72.5％（473 頭中 343 頭），グラム陰性菌主体が 16.7％（473 頭中 79 頭），グ
ラム陽性菌主体が 10.8％（473 頭中 51 頭）であった。また，寄生虫の感染は，クリプトスポリジウム（以
下 Cr）が 49.5％（473 頭中 234 頭），コクシジウムが 2.5％（473 頭中 12 頭）であった。下痢の主な原
因であると考えていたグラム陰性菌による下痢は比較的少ないと思われ，Cr が子牛下痢の原因の約半
数から検出されたことから，初診時や下痢が長引いている場合には，糞便の腸内細菌叢の判定や寄生虫
検査を行うことにより，抗生物質の乱用を防ぎ，今後の治療方針の決定や的確な治療に結びつくと思わ
れた。
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一白金耳塗抹，火炎固定し，グラム染色を実施
した。グラム染色は，市販の染色キット（フェ
イバー G セット，日水製薬株式会社）を用い
た。判定は染色後，光学顕微鏡によって，油浸
レンズを用い 1,000 倍下で鏡検した。腸内細菌
叢の判定はおおまかに 1 視野中の菌数をカウン
トし，様々な種類の細菌が観察されたものを正
常細菌叢とし，同一染色性・同一形態を示す菌
が 1 視野中に多く見られた場合を異常とした。
寄生虫はウィスコンシン変法にて検出した。光
学顕微鏡 400 倍にて 10 視野以上を検査し，Cr
オーシストが 1 つ以上検出されたものを Cr 陽
性と判定した。糞便を図 1 に示したように性状
別で 4 段階（スコア 1：正常便，スコア 2：軟便，
スコア 3：泥状便，スコア 4：水様便）にスコ
アリングした。

4. 調査項目
1） 下痢発症子牛の糞便の腸内細菌叢および Cr

検出状況を調査した。
2） 下痢発症子牛における生後日齢別，月別の

Cr 検出頭数を調査した。
3） 使用 B 点数・薬価点数・診療回数・補液回

数をカルテより調査した。
4） Cr 陽性・陰性別の死亡率を調査した。
5） Cr が検出された農家を「検出あり農家」，

下痢を呈したが検出されなかった農家ある
いは下痢の診療依頼がなく検査しなかった
農家を「検出なし農家」として下痢発症率

（下痢発症率＝検査頭数 / 出生頭数）を比較
した。
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スコア１：正常便 スコア２：軟便

スコア３：泥状便 スコア４：水様便

図1．糞便スコア

ア 泥状便 ア 水様便

図 1　糞便スコア



［結果］

　下痢発症子牛における腸内細菌叢の判定およ
び Cr 検出状況を表 1 に示した。腸内細菌叢を
判定した結果，正常細菌叢が 72.5％（343/473），
グラム陰性菌主体が 16.7％（79/473），グラム
陽性菌主体が 10.8％（51/473）であった。また，
寄生虫は Cr が 49.5％（234/473）と約半数感
染していた。コクシジウムは 2.5％（12/473）
であった。また，Cr 陽性群の平均下痢発症日
齢は 10.3 ± 4.3 日であり，陰性群の 21.1 ± 13.5
日に比べ有意に低かった。

表 1　子牛下痢症における細菌検査および Cr 検出状況
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図 2　下痢発症子牛における生後日齢別の Cr 検査頭数

図 3　下痢発症子牛における月別の Cr 検査頭数（20 日齢以下）

表1．子牛下痢症における細菌検査およびCr検出状況

n=473 Cr検出あり Cr検出なし

表 ．子牛下痢症における細菌検査および 検出状況

n 473 Cr検出あり Cr検出なし

頭数(頭) 234(49.5%) 239(50.5%)

平均発症日齢(日) 10.3±4.3 21.1±13.5
** **

正常細菌叢(頭) 164 179

グラム陰性菌(頭) 43 36

グラム陽性菌(頭) 27 24

p < 0.01**
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図3．下痢発症子牛における月別のCr検査頭数（20日齢以下）



　下痢発症子牛における生後日齢別の Cr 検出
頭数を図 2 に示した。Cr が検出された頭数は
6 ～ 10 日齢で最も多く，その後は減少してい
き 41 日齢以降では検出されなかった。また，
Cr 陽性子牛の 97.0％（227 ／ 234）が 20 日齢
以下であったため，以降の検証については 20
日齢以下を対象とした。尚，20 日齢以下の下
痢発症子牛のうち，Cr 陽性率は 63.1％（227
／ 360）であった。
　下痢発症子牛における月別の Cr 検出頭数を
図 3 に示した。Cr 陽性率は 4 月が高く 8 月が
低い傾向にあったが，年間を通じて Cr の検出
が認められた。

　診療病日における糞便スコア 3 以上の割合の
推移を図 4 に示した。Cr 陽性群・陰性群とも
に第 1 病日では糞便スコアが 3 以上の割合は
80％以上であり第 13 病日には 0％となったが，
陽性群は陰性群に比べて便性状の改善に時間が
かかる傾向にあった。
　Cr 陽性・陰性別に使用 B 点数・薬価点数・
診療回数・補液回数を比較すると，補液回数以
外の 3 項目で Cr 陽性が陰性に比べて，いずれ
も有意に高かった（図 5）。腸内細菌叢の判定
結果と合わせると，Cr 陽性でグラム陽性菌が
主体だった下痢で補液回数がやや多かったもの
の，他の項目では差が見られなかった（図 6）。
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図 5　Cr 要請・陰性別の使用 B 点数・薬価点数・診療回数・補液回数の比較（20 日齢以下）

図 4　診療病日における糞便スコア 3 以上の割合の推移（20 日齢以下）
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　Cr 陽性・陰性別の死亡率を表 2 に示した。
陽性群で 2.6％，陰性群は 2.3％であり有意差は
みられなかった。
　管内の農家 86 戸の Cr 感染状況と Cr 検出の
有無による下痢発症率を表 3 に示した。「検出
あり農家」は 42 戸，「検出なし農家」は 44 戸（Cr
が検出されなかった農家 13 戸＋下痢の診療依
頼がなかった農家 31 戸）であり，下痢発症率
は「検出あり農家」で優位に高かった。

表 2　Cr 陽性・陰性別の死亡頭数と死亡率
（20 日齢以下）

表 3　Cr 検出あり・なし農家別の下痢発症率

［考察］

　下痢の原因について以前ちば NOSAI でアン
ケートを実施したところ，グラム陰性菌による
ものと考えて治療を開始していると回答した人
が多かった。また，下痢の原因を Cr の感染と
考えている回答はなかった。
　しかし，腸内細菌叢の判定をすると，正常細
菌叢が 72.5％と最も多く，グラム陰性菌が主体
と思われた下痢は 10.8％であった。食物は，摂
取されて消化管を通過していく間に消化吸収さ
れていく。消化管各部位で環境条件が違いそれ
ぞれ最も適した菌種が増殖しては移送されてお
り，連続培養管となっている［6］。哺乳してい
る子牛の腸内細菌叢は，多少の個体差はあるも
ののさまざまな細菌が混在しているのが正常細
菌叢であり，そのバランスが崩れると偏った細
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図 6　細菌検査結果別の使用 B 点数・診療点数・回数・補液回数（20 日齢以下）
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（n 360)

表2．Cr陽性・陰性別の死亡頭数と死亡率（20日齢以下）

Cr陽性 Cr陰性Cr陽性
n=227

Cr陰性
n=133

死亡頭数(頭) 6 3死亡頭数(頭) 6 3

死亡率(%) 2.6 2.3

表3 Cr検出あり・なし農家別の下痢発症率表3．Cr検出あり・なし農家別の下痢発症率

検出あり農家 検出なし農家

検出なし
下痢の

診療依頼なし

農家戸数(戸) 42 13 31農家戸数(戸) 42 13 31

下痢発症率(%)
28.5

(336 / 1180)
3.8

(24 / 634)

（下痢発症率＝検査頭数 /出生頭数）



菌叢になっていた。その原因として哺乳してい
るミルクの汚染や環境中にある汚染されたもの
を食べてしまうことが考えられたが，下痢の主
な原因として考えていた細菌感染による割合は
低いと思われた。
　国内における Cr の感染状況についてはいく
つか報告があり，北海道石狩地方の 120 日齢ま
での子牛の調査では 23％（25 ／ 107）［7］，宮
城県では 2 ～ 90 日齢の下痢症を呈した子牛の
5.6％（5 ／ 90）［10］1，千葉県東部地域では 1 ヶ
月齢以下の子牛の 11.9％（5 ／ 42）［2］，およ
び大規模な全国一斉調査では 1 ヶ月齢未満の子
牛で 2.65％［8］の検出率であったと報告して
いる。今回の千葉県内の当家畜診療所管内での
調査では 49.5％と他の報告よりも高い検出率で
あり，管内農家でも約半数の農家に Cr が浸潤
していることが確認された。これらの報告と今
回の調査結果から，Cr は全国的に浸潤してい
る可能性が示唆される。
　また子牛における Cr の発症は 1 ヶ月齢以下
が多く，1 週齢から 2 週齢がピークとされてい
る［11］。Cr 検出頭数のピークは 6 ～ 10 日齢
でありそのほとんど（97.0％）が 20 日齢以下，
平均発症日齢も 10 日前後であった。稀に 100
日齢や 8 ヶ月齢の個体でも Cr が検出されたと
いう報告［3］もあるが，今回の調査で Cr は
41 日齢以降では検出されなかった。Cr のプレ
パテントピリオドを考えると，Cr の感染のほ
とんどは出生後間もない時期（生後 0 ～ 1 日）
から 1 ヶ月齢以内であると考えられる。
　Cr の感染に季節性はなく年間を通じて検出
されたものの，Cr は単独感染以外に細菌やウ
イルスと混合感染することが知られており，混
合感染した場合には重篤化しやすく死亡するこ
ともあるといわれている。今回の調査では，細
菌感染によって重症化した例はなかったと考え
られた。重症化を防ぐには，細菌感染の原因と
して哺乳させているものからなのか，環境性の
ものなのかを見極めて，感染経路を絶ってやる
ことが重要だと考えられた。
　Cr 感染症の死亡率は，板倉らの報告では
32.1％（9 ／ 38）［3］，佐藤らは 7.8％（7 ／ 90）［10］ 
と報告しているが，今回の死亡率は 2.6％と低
く，Cr 検出の有無による死亡率には差が見ら
れなかった。また，ウイルスの調査は実施して

いないため，死亡率については混合感染も含め
たさらなる検討が必要であると思われた。
　牛に寄生する Cr には小腸寄生性（小型）の
C.parvum, C.bovis, C.rynaeと第四胃寄生性（大
型）の C.andersoni の 4 種が知られており，小
腸寄生性の Cr を顕微鏡観察下での形態的差異
によって区別するのは困難である。今回検出さ
れた Cr は形態学的な分類は行っていないが， 
高病原性である C.parvum は 1 ヶ月齢以下の子
牛にのみ認められるという報告［11］と、症状
や発症日齢から小腸寄生性の C.parvum である
可能性が高いと考えられる。
　Cr に感染した子牛は糞便中に多量のオーシ
ストを排出し，排出されたオーシストは自然環
境中，特に水中や湿潤環境中では数ヶ月以上死
滅しないと言われている［9］。また，一般的に
市販されている消毒剤の通常使用の濃度では
ほとんど抵抗性を示すため［1］，Cr オーシス
トに汚染された農場を清浄化するのは困難で
ある。さらに有効な治療方法がないことから，
Cr 陽性の子牛は陰性の子牛よりも便性状の改
善に時間を要し，その結果診療が長引き薬剤の
使用量もより多くなる傾向があると示唆され
た。
　Cr は出生後間もない時期から感染している
ことが予想され，分娩直後から出生子牛の衛生
管理には十分注意する必要があると考えられ
る。Cr は一旦農場に侵入すると下痢が頻発し
感染拡大が懸念される上に，子牛の発育遅延や
治療の長期化など農家の経済的損失は大きいも
のと考えられる。Cr が検出された農場から Cr
を完全に排除するのは困難であり，いかに農場
への Cr の侵入を阻止できるかが重要である。
　下痢症を呈した子牛の診療の際に細菌性によ
るものなのか，また農場での Cr 検出により適
切な治療や飼養管理を行うためにも糞便検査は
非常に重要であると感じた。今後はウイルスの
混合感染についての調査を行うとともに，Cr
の清浄化対策および予防についても検討すべき
であると考える。
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［Abstract］
There are a variety of causes of neonatal calf diarrhea, such as dietary indigestion and the 

infection of bacteria, viruses, and protozoa. Yet, antibiotics are often administered for a prolonged 
period of time without specifying its causes in a daily clinical practice. Therefore, we investigated 
the infection status of intestinal flora and parasites among 473 calves from birth to 60 days of age 
from April 2014 through March 2015. A smear of stool was examined using Gram’s staining method 
for detecting intestinal flora. The detection of parasites was done by the modified Wisconsin method. 
On the intestinal flora normal bacteria flora, gram-negative bacteria, and gram-positive bacteria 
were found out in 343 （72.5%）, 79 （16.7%）, and 51 （10.8%）among 473 calves, respectively. On the 
infection of parasites cryptosporidium （Cr）and coccidium were found out in 234 （49.5%）and 12 

（2.5%）among473 calves, respectively. The results showed that diarrhea by gram-negative bacteria 
was not so common although it has been considered that it was one of the main cause of neonatal 
calf diarrhea. The finding that Cr was detected in about a half of cases suggests that the detection 
of intestinal flora and parasites in stool samples contributes to decide on courses of treatment and 
prevent the abuse of antibiotics at the first medical examination or when diarrhea is persistent.
Key words: calf diarrhea, cryptosporidium, direct smear fecal examination, intestinal flora, modified 

Wisconsin method

家畜感染症学会誌
４巻4号　2015 子牛下痢症の原因についての検討

－ 160 －


